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研 究 故 事
1)バイペダリズムの起源に関する研究


















































1)渡辺 毅 (1978)'.･キヌザル科 の分
類の現状｡モンキー'22-2･8,46-51｡










































































研 究 板 畢
1)行動発現lこおける前敢燕のニi-ロン活動の
役割の研究
久保田虎
前頭葉のニューロン活動のうち,行動発現に
先行して活動するニューロン活動が行動や運動
のどの側面に因果関係を持つか,また空間位置
の記憶とどう関係するかを遅延反応,弁別反応,
追跡運動を学習させてこ.1-ロン活動を記録し,
解析している｡またHRP法によって,前鎖葉
からの運動系への遠心性経路を決めようとする｡
また脳内自己刺激法を併用して,動機づけの機
構が的97i燕ニューロンにどう関与するかの研究
を開始した｡
2)視覚性追跡超勤中の誤差補正運動と錐体偽細
胞及びIa線維の活動様式
松波謙一 ･久保田虎
サルに視覚性追跡運動を行なわせ,運動の途中
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